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消費によるアイデンティティの

形成と現代的諸問題 (2)

玉 置 了

王王Ⅰ 自己 ｡他者との相互作用とアイデンティティ形成

本章の冒頭で取 り上げた GrubbandGrathwohl[1967]の議論に拠れば,潤

費者は前節で議論したような消費によって自己イメージを構築したとしても,

そのイメージを自己 ･他者に向かって表現し,その自己イメージの意味を自ら

で確認し,そして他者からの望ましい反応を得るという自己 ･他者との相互作

用を経て初めて消費によるアイデンティティの形成は実現すると考えられる｡

そういう意味では,前節で議論した消費による自己イメージ構築の問題は,消

費によるアイデンティティを形成の過程において,自分自身や重要な他者との

コミュニケーションのなかで,その対象に表示するための自己イメ←ジを明確

にする作業であるといえよう｡

消費とアイデンティティに関わる研究のその多くは,前節で取 り上げたよう

な製品や消費の持つ意味が消費者の自己イメージの構築にいかに影響を与える

かという視点から研究されており,自己 ･他者との相互作用という行為それ自

体に焦点を当てる研究は数少ない｡本節では,そうした自己 ･他者との相互作

用の視点から,消費者のアイデンティティの形成-の影響を詳述することを目

的とした論考をここで取 りまとめ,そこでの現代的な課題を検討する｡

1 消費者同士の相互作用とアイデンティティ形成

自己 ｡他者との相互作用という視点から消費によるアイデンティティの形成
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を論じようとする研究は,GrubbandGrathwohl[1967]の議論が代表的なも

のとしてあげられる｡彼らの議論は既述のためここでは割愛するが,他にもブ

ランド選択を説明することを目的としたものであるものの,他にもschenk

andHolman[1980],Lee[1990]においてはシンボリック相互作用論に基づ

いた消費者行動モデル構築の読みがなされている｡ こうした議論は,前節で述

べたような消費によって自己イメージを構築することのみならず,それを自

己 ･他者に向かって表現し,社会において重要な他者からの望ましい反応を獲

得し,そして自分自身でその意味を確認するという自己 ･他者との相互作用に

よって,消費者のアイデンティティ形成は実現するということを示唆するもの

であるものの,そのプロセスを具体的に解明する研究はこれまでになされてい

ない｡

2 役割遂行と自己･他者との相互作用

自己 ･他者との相互作用が,個人のアイデンティティの形成にもたらす意味

を兄いだそうとするとき,これまでの研究においては,社会における役割の遂

行という人間行動に着冒し,そこでのアイデンティティの形成について論ずる

議論が多くなされてきた｡

社会に生きる個人は,自らが属する集団において何らかの地位に置かれてお

り,その地位にふさわしい行動を取るように期待される｡ こうした個人がある

地位において期待される行動様式を役割と呼ぶわけであるが,人はそうした期

待される役割を社会や集団において具体的に実現することが求められ,そうし

た役割遂行がアイデンティティの形成につながるといわれる1)｡

wicklundandGollwitzer[1982]は役割遂行のプロセスにおいて,自らの役

割や状態に不安なとき人は,自らの役割遂行に適切で,役割の能力を補完する

典型的なシンボルを用いるとするわけであるが,こうした役割遂行におけるシ

ンボル活用の1つの説明として,印象管理の議論があげられる｡ そこでは,人

1) McCallandSimmons[1966]などを参照のこと｡
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がある役割を演じるように期待されたり,あるいは自分から進んで役割を演じ

ようとするとき,その人は,他者,そレて自らの心の中に,自分が役割の担い

手としてふさわしい存在であることを印象づけようとして,衣服や装飾品など

を用いるのとされる2)｡また,こうした印象管理 と消費については,Belk

l1978], Holman l1980], Holman l1981],RosenfeldandFlax l1977],

Freitas[1997]などにおいて議論されている｡ さらに,役割概念と消費につい

ても,Solomon[1983]が製品の象徴的意味を,自己定義と役割遂行のための

媒介物として位置づげ,製品は役割情報を他者に伝達すると指摘 し,加えて

人々の役割に対する評価は,その役割に伴ったシンボルの適切さと質に依存す

るとし,個人は,その役割を遂行するための能力が足 りないとき,もしくはそ

の与えられた役割が未知のものであるとき,適切に役割を遂行するために製品

の象徴的意味を用いるとするのであり,また先にあげた SolomonandAssael

[1987]の製品星座の議論も,その取揃えの意義は自らに課せられた社会的役

割の遂行という点に置かれている｡ こうした役割遂行と消費に関わる議論から

は,シンボルとなる製品を用いた役割に適合する自己イメ-ジの構築という側

面のみならず,役割の遂行という行為を通じて,自己 ･他者との相互作用のな

かで,人はいかにしてアイデンティティを形成してゆくかという,その具体的

な姿を見ることができる｡しかし,そこで構築する自己イメージとは,あくま

でもその社会の中での役割という自己イメージであり,そこでの消費とは社会

において附与された役割という自己イメージを補完するという位置づけを担う

という存在でしかない｡その意味においては,この役割遂行の補完物としての

消費は,これまで述べてきた消費による自己イメージの構築とは,一線を画す

ものであると考えられる｡

さらに加えて述べると,役割というものは個人の人生の時期において変化し

てゆくものである｡Solomon[1983]はそうした役割移行 (RoleTransition)

のプロセスにおいて,その達成には,適切に製品を用いることがしばしば必要

2) 西川 [1996]｡
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とされるとしており,こうした,役割の取得や喪失という役割移行と消費によ

るアイデ ンティティの形成 に着 冒した研究 としては,Young[1991]や

Schouten[1991a〕の役割移行と消費や所有に関わる概念的な論考を始め,No-

bleandWalker[1997]では進学に伴 う消費の変化について詳細に検討されて

いる｡他にも,McAlexander,Schouten,and,Roberts[1993]は離婚による役

割移行と所有の喪失がもたらす消費行動への影響を論ずる中で,消費とアイデ

ンティティに関わる問題について触れてお り,また先に挙げた Schouten

[1991b]の美容整形によるアイデンティティの再構築の議論においても役割移

行がそのきっかけになることが指摘されている｡ このように,役割と消費に関

しては,単に社会的状況によって附された役割を所与としてそれを円滑に遂行

するという側面だけでなく,新しく課せられた役割の完成,そこでの自己の再

定義に消費が重要な役割を果たすと考えられる｡

3 小 結

本節においては,消費者のアイデンティティ形成行動を,自己 ･他者の相互

作用という視点から議論を進めてきた｡こうした研究は,前節でとりあげた自

己イメージの構築に関わる研究に比べ数少ない｡しかし,人々の価値観が多様

化し,また社会における人々の関係が変化する現代の消費社会におけるその態

様を見たとき,人々が消費によってこうした個性やアイデンティティを求める

結果,人々の価値観は多様化したともいわれる3)｡そうした,価億観の多様化

は,その意味 ･シンボルの媒介を前提とする自己 ･他者との相互作用の場とな

る社会における関係性にも少なからず影響を及ぼすと考えられよう｡ そして,

そこではそうした価値観の多様化と関係性の変容がもたらすアイデンティティ

形成への影響を論ずることが極めて重要な研究課題となると考えられる｡

というのも,本稿ではその議論の前提として,他者 ･自己との相互作用に

3) こうした議論の端緒 として,藤岡 [1984],Ll冊を [1984],博報堂生活総合研究所編 [1985〕な

どがあげられる｡
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よって重要な他者から望ましい反応を獲得し,また自己確認をすることによっ

てアイデンティティが形成されるということを GrabbandGrathwohl[1967]

に拠って指摘した｡そして Grubbらは,こうした自己 ･他者との相互作用と

自己概念の高揚 ･維持は,消費の持つ意味が社会において共有されていること

が前提となるとしており,現代における価値観の多様化は,そうした社会にお

ける意味の共有の阻害要因になると考えられる｡ すなわち,現代においては,

自らがアイデンティティを形成しようと努力しても,価値観の多様化した現代

においては,その消費の意味が重要な他者に理解してもらえないことも起こり

うるのである｡

そうした中で,いかにして他者にその意味を理解してもらうのか,またその

意味を理解してもらえる他者や集団と出会うのかということは,消費者がアイ

デンティティの形成を実現する上で極めて重要な課題となろう｡ また,そのよ

うな状況は自分自身の消費あり方の正しさを確認プロセスにも影響を及ぼすと

言うことは言うまでもない｡

つまり現代における消費とアイデンティティに関わる研究では,価値観の多

様化した現代において消費者が自己 ･他者との相互作用のなかで,いかにアイ

デンティティを形成していくのか,また価値観の多様化した現代においてそう

したコミュニケ-ションの相手をいかに兄いだし,自ら消費行為の有 り様をい

かに他者に表示し,アイデンティティを形成していくのかと言うことを明らか

にする必要があろう｡

また,本稿では,社会的役割を遂行することがアイデンティティを形成し,

そこでは消費が重要な役割を担うと述べてきた｡しかし,一方で今日において

は家族や会社,学校など既存の集団における役割を遂行が自らの生きがいやア

イデンティティの形成に寄与することは少なくなった｡また,今日ではイン

ターネットを代表とする情報技術を媒介とした関係を始め,様々なサークルや

クラブなどの新たな関係の場が生み出されると同時に,また家族,地域,学校,

会社といった既存の関係にもその質の変容が指摘されるようにもなった｡こう



44 (128) 第 175巻 第2号

した,個人の社会における役割のあり方が変容 しつつある中で,その役割遂行

によるアイデンティティ形成過程における消費の位置づけを検討することは,

現代の消費を論ずる上で 1つの研究課題としてあげられよう｡

つまり,価傍観が多様化 し,そして新たなコミュニケーションが生まれつつ

ある現代において,消費とアイデンティティに関わる議論をするためには,単

にモノの消費のみならず,消費者のコミュニケーションの側面にも焦点を当て

議論することが求められる｡

iV 結 び

本稿においては,消費によるアイデンティティ形成行動を自己イメージの構

築と自己 ･他者との相互作用という2つの視点から検討 してきた｡本稿の特徴

は,消費によるアイデンティティの形成を,消費者個人の単なるモノの消費に

よって実現する行為ではなく,自分自身,そして社会における他者との相互作

用のなかで実現するという,コミュニケーション行為としての側面からとらえ

たところにあるといえる｡

本稿ではさらに,現代におけるアイデンティティ形成スタイルの変容と価値

観の多様化,そして他者との関係性の変化という視点から消費とアイデンティ

ティの問題を解 く上で,いくつかの現代的な研究課題を挙げた｡

我が国における消費者行動をめぐる議論では,こうした今日の消費者がによ

るアイデンティティの形成を求めるということを単にそうした傾向を指摘する

にとどまり,消費によっていかにしてアイデンティティの形成を実現するかと

いうその実現様式は理論的に解明されてこなかった｡そして本稿で検討した既

存研究と提示したいくつかのの研究課題を明らかにすることは,現代の消費者

のアイデンティティ形成をより深く考察することにつながろう｡

また消費者行動に関わる理論的な研究としても,これまでの消費とアイデン

ティティに関わる議論が本稿で言う,自己イメ-ジの構築の側面から多くなさ

れてきたなかで,今日では自己イメージの構築と自己 ･他者との相互作用双方
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の側面からこれらの課題を包括的に明らかにすることが求められる｡ またそれ

によって,これまで個人的な行為としてとらえられることが多かった消費にお

けるアイデンティティの形成という行為において,社会における自己 ･他者と

の相互作用,すなわち消費者同士のコミュニケーションという側面が重要な役

割を果たすと言うことも明らかになろう｡

消費という行為は,我々個人のアイデンティティを生み出す｡すなわち,潤

費が自己の存在感や意味を創 り出し,そしてそれを強め,維持するということ

は,消費は個人に対して,生きる上でのその価億や張り合い,すなわち人が生

きる上での生きがいをもたらすということに他ならない｡

現代においては,冒頭でも述べたように人々のアイデンティティや個性の喪

失が指摘され,自分探 しや生きがいの発見ということが,現代人の生きる上で

の重要な課題としてしばしば指摘される｡ そうしたなかで,消費という日常の

ごくありふれた行為が,アイデンティティを形成し,生きがいをもたらすとい

うことは,現代人の消費を駆 り立てる大きな推進力となろうし,そのプロセス

を明らかにするということは,現代の消費を論ずる上で極めて重要な課題であ

ると言えよう｡また,そのことは企業のマーケテイングを論ずる上でも重要な

示唆をもたらすと考えられる｡

今後,消費とアイデンティティに関わる既存の研究の蓄積から示唆を得つつ,

消費者同士のコミュニケーションの視点から,自己イメージの構築や自己 ･他

者との相互作用という行動を検討し,消費によるアイデンティティの形成を理

論的に解明してゆくことが求められる｡
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